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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 本論文は、重陽子加速器中性子源の設計に必要となる重陽子入射二次中性子・ガンマ線生成収量

および生成断面積の系統的な実験データを新規取得して、既存の核反応理論模型や核データの精度

検証を行い、二次中性子・ガンマ線生成計算への適用可能性や問題点を明らかにしたものであり、

放射線・原子核工学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位論文

に値すると認める。 

 

 

 

 

 

 


